
全
港
湾
結
成
80
周
年
記
念
祝

賀
会
を
2
0
2
6
年
9
月
10
日

に
、
群
馬
県
安
中
市
の
舌
切
り

雀
の
お
宿
磯
部
ガ
ー
デ
ン
に
お

い
て
、
約
3
3
0
人
が
出
席
し

開
催
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
全
日

本
港
湾
労
働
組
合
を
代
表
し
て

鈴
木
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。
全
港
湾
は
、
1
9
4
6

年
7
月
に
東
京
・
京
橋
公
会
堂

に
て
全
日
本
港
湾
労
働
組
合
同

盟
と
し
て
結
成
大
会
を
開
催
し

て
日
本
の
港
湾
労
働
者
の
唯
一

の
産
業
別
組
織
約
三
万
人
が
誕

生
し
た
。
全
港
湾
運
動
史
に
よ

る
と
結
成
準
備
は
寒
い
時
期
の

石
川
県
片
山
津
温
泉
、
大
阪
港

健
保
組
合
片
山
津
保
養
所
で
行

わ
れ
た
と
さ
れ
、
交
通
機
関
、

宿
泊
施
設
、
食
べ
物
も
ま
ま
な

ら
ず
リ
ュ
ッ
ク
に
お
米
を
入
れ

ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
と
ボ
ロ
靴
を
履

い
て
す
し
詰
め
の
汽
車
の
長
旅

で
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
集
ま
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
準

備
か
ら
半
年
後
に
開
催
し
た
結

成
大
会
は
米
軍
の
大
空
襲
に
よ

っ
て
焼
け
野
原
な
っ
た
東
京
で

残
っ
た
建
物
も
天
井
に
穴
が
開

き
、
雨
が
代
議
員
席
に
漏
れ
て

く
る
中
で
開
催
し
提
案
を
決
定

し
て
2
日
間
の
大
会
を
終
え
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
年
、
全

港
湾
は
80
周
年
を
迎
え
た
。
戦

後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
経
済
成

長
や
バ
ブ
ル
期
な
ど
を
経
て
今

が
あ
る
。
今
の
我
々
に
は
想
像

も
つ
か
な
い
創
成
期
の
壮
絶
な

港
湾
の
民
主
化
の
た
た
か
い
や

港
湾
労
働
者
解
放
の
た
た
か
い

は
先
輩
諸
氏
の
労
苦
か
ら
始
ま

り
、
革
新
荷
役
反
対
闘
争
な
ど

時
代
の
経
過
の
中
で
全
港
湾
は

一
貫
し
て
大
衆
路
線
を
堅
持
し

て
た
た
か
う
労
働
運
動
と
反
戦

平
和
運
動
を
基
本
方
針
と
し
て

歩
ん
で
き
た
。
私
た
ち
は
80
周

年
を
迎
え
原
点
を
再
確
認
し
、

た
た
か
う
労
働
組
合
の
再
結
集

を
目
指
し
て
い
く
決
意
を
述

べ
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
連
帯

を
賜
り
ま
す
よ
う
に
と
挨
拶
し

た
。来

賓
で
は
、
港
湾
貨
物
運
送

事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
の
藤

木
幸
太
会
長
、
国
交
省
港
湾
局

経
済
課
の
末
満
章
悟
課
長
、
厚

労
省
職
業
安
定
局
雇
用
開
発
企

画
課
建
設
・
港
湾
対
策
室
の
和

田
山
純
一
室
長
、
全
国
港
湾
の

竹
内
一
委
員
長
、
全
港
湾
政
策

推
進
議
員
懇
談
会
会
員
浅
野
哲

国
民
民
主
党
幹
事
長
代
行
、
日

本
共
産
党
畑
野
君
枝
衆
議
院
議

員
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

全
国
港
湾
竹
内
委
員
長
は
、

港
湾
産
別
労
働
運
動
へ
の
尽
力

へ
の
感
謝
と
全
港
湾
の
さ
ら
な

る
発
展
、
1
0
0
周
年
に
向
け

て
新
た
な
歴
史
を
築
く
こ
と
を

祈
念
す
る
と
と
も
に
、
港
湾
の

体
制
的
合
理
化
に
対
峙
す
る
た

め
、
引
き
続
き
全
港
湾
の
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｌ
Ｗ

Ｕ
副
委
員
長
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ウ

ォ
ル
フ
、
財
務
部
長
エ
ド
・
ェ

リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ｍ
Ｕ

Ａ
書
記
次
長
ウ
ォ
レ
ン
・
ス
ミ

ス
、
支
部
長
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ム

ズ
デ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｚ
委
員
長
ご
夫
妻
ジ
ョ

シ
ュ
ア
・
グ
リ
ー
ア
、
エ
リ
ン

・
グ
リ
ー
ア
の
紹
介
後
、
鈴
木

委
員
長
と
来
賓
者
で
鏡
割
り
を

行
い
、80
周
年
を
盛
大
に
祝
い
、

成
功
裡
の
う
ち
に
80
周
年
祝
賀

会
を
終
え
た
。

全
港
湾

全
日
本
港
湾
労
働
組
合
の
第

97
回
定
期
全
国
大
会
を
、
9
月

9
日
、
10
日
の
2
日
間
、
ホ
テ

ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン
に
て
開
催
し

た
。役

員
に
つ
い
て
は
投
票
の
結

果
、
関
東
地
方
出
身
の
鈴
木
誠

一
氏
を
中
央
執
行
委
員
長
に
、

九
州
地
方
出
身
の
松
永
英
樹
氏

を
書
記
長
に
選
出
、
新
執
行
体

制
を
確
立
し
た
。

日
港
労
連

日
本
港
湾
労
働
組
合
連
合
会

は
9
月
9
日
〜
10
日
に
掛
け
て

第
74
回
定
期
大
会
を
新
潟
県
新

潟
市
「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
駅

前
」
に
於
い
て
開
催
し
た
。

大
会
で
は
全
国
港
湾
労
働
組

合
連
合
会
・
竹
内
中
央
執
行
委

員
長
を
ご
来
賓
と
し
て
お
招
き

を
し
て
、
産
別
運
動
と
団
結
の

決
意
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
挨
拶

を
頂
い
た
。

議
長
団
に
は
、
宮
本
貴
之
代

議
員
・
松
村
義
則
代
議
員
を
選

出
し
議
事
進
行
を
さ
れ
た
。

ま
た
25
年
度
の
運
動
総
括
に

経
っ
た
う
え
で
、
26
年
度
運
動

方
針
で
は
港
湾
荷
役
・
関
連
部

門
・
検
査
部
門
を
踏
ま
え
専
業

・
現
業
労
働
者
の
地
位
向
上
・

職
域
の
確
保
安
全
な
ど
多
岐
に

亘
る
運
動
方
針
が
満
場
一
致
で

確
認
さ
れ
た
。

大
会
の
閉
幕
に
あ
た
っ
て
は

「
物
価
上
昇
に
負
け
な
い
賃
金

の
引
き
上
げ
と
生
活
向
上
を
実

現
す
る
た
め
、
春
闘
で
の
賃
上

げ
獲
得
な
ら
び
に
労
働
諸
条
件

の
向
上
改
善
に
全
力
で
取
り
組

み
、
港
運
現
業
労
働
者
と
そ
の

家
族
を
守
り
抜
く
。
さ
ら
に
港

湾
で
働
く
次
世
代
の
育
成
を
進

め
、
組
織
の
活
性
化
と
拡
大
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
の

仲
間
が
各
組
織
の
仲
間
と
連
帯

を
一
層
深
め
、
港
湾
産
業
の
健

全
な
発
展
と
社
会
的
役
割
の
向

上
に
努
め
る
」
と
し
た
大
会
宣

言
を
採
択
し
た
。

最
後
に
徳
里
中
央
執
行
委
員

長
に
よ
る
、
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
を
行
い
、
第
74
回

定
期
大
会
を
終
了
し
た
。

大
港
労
組

大
阪
港
湾
労
働
組
合
は
、
26

年
10
月
2
日
（
金
）
大
阪
港
湾

労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
特

別
会
議
室
に
お
い
て
、
第
74
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
は
、
執
行
部
・
代
議
員

を
含
め
参
加
者
1
0
6
名
が
参

加
、議
長
に
は
磯
部
代
議
員（
間

口
運
輸
支
部
）
と
神
田
代
議
員

（
海
陸
運
輸
公
社
支
部
）
を
選

出
し
、
円
滑
に
議
事
進
行
を
行

っ
た
。

ま
た
、
大
会
に
は
全
国
港
湾

労
働
組
合
連
合
会
・
玉
田
書
記

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
団

体
か
ら
挨
拶
や
祝
電
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

審
議
で
は
、
第
1
号
議
案
か

ら
第
6
号
議
案
、
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
・
大
会
宣
言
に
つ
い
て
も

討
議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
事

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

議
事
の
中
で
、
3
名
の
代
議

員
か
ら
質
疑
が
あ
り
、
現
在
の

社
会
状
況
を
加
味
し
た
方
針
・

要
求
の
設
置
、
現
場
の
安
全
対

策
や
労
働
環
境
の
改
善
、
今
後

の
組
織
強
化
に
向
け
た
実
践
的

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

最
後
は
、
佐
竹
執
行
委
員
長

に
よ
る
力
強
い
「
が
ん
ば
ろ
う

三
唱
」で
大
会
を
締
め
く
く
り
、

第
74
期
役
員
体
制
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

検
数
労
連

9
月
9
日（
水
）〜
10
日（
木
）

に
か
け
て
、
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ

ー
ト
で
全
国
検
数
労
連
第
58
回

定
期
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

25
年
度
の
活
動
経
過
報
告
と
総

括
と
26
年
度
運
動
方
針
を
次
の

通
り
確
立
し
た
。

2
0
2
6
年
度
も
中
央
・
地

域
・
職
場
・
組
合
員
の
接
点
を

深
く
追
求
し
、
現
場
の
要
求
と

課
題
を
的
確
に
運
動
へ
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
要
求
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
着
実
に
前
進
さ

せ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
次

の
6
点
の
運
動
を
基
本
に
進
め

て
い
く
。

①
雇
用
と
職
域
の
維
持
・
発
展

②
安
定
し
た
生
活
の
維
持
、
向

上
に
向
け
た
経
済
要
求

③
日
常
活
動
の
活
性
化
と
次
世

代
育
成

④
組
合
の
発
信
力
を
発
揮
し
組

織
化

⑤
職
場
を
基
礎
に
し
た
た
た
か

い⑥
暮
ら
し
と
雇
用
、
平
和
を
守

る
運
動

6
点
を
基
本
に
地
域
・
職
場

と
連
帯
し
て
た
た
か
う
決
意
が

確
認
さ
れ
大
会
を
終
え
た
。

全
倉
運

全
倉
運
は
9
月
7
日
（
月
）

〜
8
日
（
火
）
に
か
け
て
、
愛

知
県
豊
橋
市
の
シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
で
第
81
回
定
期
大
会
を

開
催
。
大
会
に
は
、
各
単
組
代

議
員
な
ど
62
名
が
参
加
、
議
長

団
に
三
井
倉
庫
Ｈ
Ｄ
労
組
の
遠

矢
代
議
員
と
川
西
倉
庫
労
組
の

森
下
代
議
員
を
選
出
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
河
本
愛
樹
委

員
長
は
、
1
年
間
の
活
動
を
振

り
返
り
、
春
闘
賃
上
げ
・
一
時

金
引
き
上
げ
の
一
定
の
成
果
を

報
告
、
今
後
も
引
き
続
き
、
賃

上
げ
や
労
働
条
件
改
善
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
呼
び
か

け
た
。

続
い
て
全
国
港
湾
よ
り
来
賓

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
玉
田
雅
也

書
記
長
か
ら
は
、
倉
庫
・
港
湾

業
全
体
と
し
て
の
産
別
最
低
賃

金
や
、
料
金
問
題
を
指
摘
し
、

連
帯
し
て
産
別
運
動
を
作
り
上

げ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、
年
間
の
活
動
経
過

を
報
告
、
新
年
度
の
運
動
方
針

な
ど
を
審
議
、
採
択
し
た
。
新

年
度
の
役
員
選
挙
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
河
本
中
央
執

行
委
員
長
（
三
菱
倉
庫
労
組
）

を
選
出
す
る
な
ど
新
役
員
候
補

者
全
員
が
信
任
を
受
け
、
新
年

度
執
行
部
の
体
制
を
固
め
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、
河
本
中

央
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

検
定
労
連

検
定
労
連
第
54
回
定
期
大
会

は
、
9
月
28
日
（
月
）
か
ら
30

日
（
水
）
に
か
け
て
、
途
中
各

単
組
定
期
大
会
を
挟
み
、
リ
モ

ー
ト
を
含
め
総
数
28
名
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
出
光
副
委
員
長
に
よ

る
開
会
あ
い
さ
つ
及
び
資
格
審

査
報
告
の
後
、
議
長
に
宮
崎
代

議
員
、元
代
議
員
を
確
認
し
た
。

議
事
に
入
り
決
算
案
、
予
算
案

を
含
め
た
中
央
執
行
委
員
会
提

出
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
な

い
、
賃
上
げ
を
含
め
た
春
闘
課

題
や
、
逼
迫
す
る
要
員
問
題
、

災
害
対
策
な
ど
が
議
論
さ
れ
、

決
算
、
予
算
を
含
め
た
全
て
の

議
案
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。今

大
会
に
て
前
委
員
長
の
遠

藤
一
幸
氏
が
退
職
に
伴
う
退
任

と
な
り
、
海
事
検
定
・
横
浜
よ

り
渡
邉
直
人
氏
が
中
央
執
行
委

員
に
選
出
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

新
た
な
中
央
執
行
委
員
長
と
し

て
海
事
検
定
・
神
戸
の
上
出
透

氏
、
副
委
員
長
と
し
て
海
事
検

定
・
名
古
屋
の
川
上
明
宏
氏
が

務
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

退
任
の
挨
拶
で
前
中
央
執
行

委
員
長
の
遠
藤
氏
は
12
年
を
振

り
返
り
、
「
新
日
本
検
定
協
会

の
分
社
に
伴
う
検
量
免
許
の
譲

渡
・
譲
受
問
題
や
、
指
定
事
業

体
の
問
題
な
ど
、
大
き
な
問
題

に
対
峙
し
て
き
た
が
、
指
定
事

業
体
問
題
に
関
し
て
は
完
全
解

決
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
や
り

残
し
た
事
は
沢
山
あ
る
が
、
次

期
執
行
部
に
託
し
た
い
。
」
と

述
べ
た
。

そ
の
後
「
全
国
港
湾
の
旗
の

下
、
全
国
の
港
湾
労
働
者
と
連

帯
し
、
魅
力
あ
る
港
湾
労
働
の

実
現
に
向
け
て
共
に
闘
う
」
と

い
う
決
意
を
込
め
た
大
会
宣
言

が
採
択
さ
れ
、
川
上
副
委
員
長

の
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
し
た
。

通
級
指
導
を

受
け
て
い
る
子

供
の
数
が
過
去

最
多
と
な
っ
て

い
る
。
通
級
指

導
と
は
、
学
習

障
が
い
な
ど
が

あ
る
子
ど
も
が
通
常
ク
ラ
ス
に

在
籍
し
な
が
ら
、
1
週
間
の
数

コ
マ
、
別
の
教
室
に
通
い
、
少

人
数
で
授
業
を
受
け
る
こ
と

で
、
1
9
9
3
年
に
制
度
化
さ

れ
、
2
0
2
4
年
度
は
通
級
対

象
の
児
童
・
生
徒
数
が
過
去
最

多
の
23
万
4
0
5
人
と
な
っ

た
。
学
習
障
が
い
と
は
、
聞
く
、

話
す
、
読
み
書
き
、
計
算
、
推

論
の
特
定
の
行
為
に
困
難
が
あ

る
障
が
い
だ
。通
級
指
導
で
は
、

言
語
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
に

は
口
や
舌
の
体
操
を
通
し
て
発

音
を
意
識
し
て
話
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、
筆
記
に
困
難
が

あ
る
子
供
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
入

力
な
ど
を
教
え
た
り
す
る
。
現

在
で
は
通
級
ク
ラ
ス
で
学
び
、

大
学
進
学
す
る
人
も
珍
し
く
な

い
。
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
へ

の
『
合
理
的
配
慮
』
を
す
る
こ

と
で
、
子
供
の
学
び
や
育
ち
を

支
え
る
こ
と
だ
▼
一
方
、
支
え

る
側
の
体
制
は
十
分
で
あ
る
か

ど
う
か
で
あ
る
が
、
肝
心
な
こ

と
は
、
学
校
が
福
祉
機
関
と
も

協
力
し
、
幼
い
頃
か
ら
個
別
の

教
育
支
援
計
画
や
指
導
計
画
な

ど
を
立
て
る
こ
と
や
担
当
す
る

教
員
の
研
修
も
必
要
だ
。
あ
る

調
査
結
果
で
は
、
研
修
を
受
講

し
な
い
理
由
で
最
も
多
い
の
が

『
業
務
多
忙
』で
あ
っ
た
。
子
供

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
も
、
教

職
員
定
数
増
や
業
務
負
担
の
軽

減
を
進
め
て
著
し
い
多
忙
を
解

消
し
、
行
き
届
い
た
教
育
を
保

障
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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